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千
葉
信
吉
氏
が
最
後
の
議
席
確
保

「
厳
し
い
選
挙
戦
１
４
７
６
票
獲
得
」

東
日
本
本
部
第
１
回
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

盛
岡
チ
ー
ム
は
４
位
と
６
位

安
心
・
信
頼
の
社
会
保
障
制
度
を

「
鉄
道
退
職
者
の
会
総
会
（
盛
岡
）」

一関市議選挙

　

よ
く
書
店
を
の
ぞ

く
と「
成
功
の
秘
訣
」

と
か
「
私
は
こ
う
し

て
成
功
し
た
」
と
い

っ
た
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ド
リ
ー
ム
が
あ
る
か

の
よ
う
な
書
籍
を
目

に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
成
功

を
収
め
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
世
相
を
反
映
し
て
か
売

れ
行
き
も
堅
調
ら
し
い
▼
し
か
し
、

冷
静
に
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら

の
成
功
本
を
読
ん
で
、
そ
の
通
り

に
実
践
し
た
か
ら
と
い
っ
て
成
功

す
る
保
障
な
ど
何
も
な
い
。
言
い

換
え
れ
ば
、
こ
の
社
会
に
お
い
て

華
や
か
な
成
功
を
収
め
る
と
い
う

こ
と
は
、
ほ
ん
の
一
握
り
の
人
間

に
の
み
許
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
夢
や
希
望

を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。

そ
れ
以
上
に
自
分
が
立
っ
て
い
る

足
元
を
見
つ
め
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
・
・
・
▼
そ
う
い
っ
た
視
点

で
考
え
る
と
す
れ
ば
、
華
や
か
な

成
功
よ
り
も
い
か
に
し
て
失
敗
し

な
い
よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
を

考
え
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
多
く
の

人
間
に
と
っ
て
よ
り
現
実
的
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
成
功
本
に
比
べ

失
敗
に
つ
い
て
扱
っ
た
本
は
圧
倒

的
に
少
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て

失
敗
か
ら
学
ん
で
、
い
か
に
し
て

失
敗
し
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
け

ば
い
い
の
か
？
▼
こ
た
え
は
、
こ

の
社
会
が
き
ち
ん
と
準
備
し
て
く

れ
て
い
る
。
個
人
に
せ
よ
団
体
に

せ
よ
、
失
敗
し
た
こ
と
は
マ
ス
コ

ミ
に
よ
っ
て
白
日
の
も
と
に
さ
ら

さ
れ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
事
実

か
ら
「
こ
う
す
れ
ば
失
敗
す
る
」

と
い
う
こ
と
を
本
能
的
に
も
経
験

論
的
に
も
学
ん
で
き
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
が
人
生
に
お
け
る
ベ
テ

ラ
ン
の
証
明
で
あ
り
、
そ
れ
を
継

承
す
る
こ
と
は
会
社
の
言
う
技
術

継
承
と
同
じ
く
ら
い
大
事
な
こ
と

だ
と
思
う
▼
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の

出
番
は
あ
る
。
そ
こ
で
そ
ば
打
ち

を
し
て
い
る
あ
な
た
、
も
う
ひ
と

が
ん
ば
り
し
よ
う
！
人
生
の
ベ
テ

ラ
ン
た
ち
（
政
）

　

盛 岡 支 部
組織対策会議

職
場
で
出
来
る
こ
と
を
確
実
に
実
行
を

＝＝26人が参加し意思統一を図った会議＝＝

組
織
拡
大
は
一
致
で
き
る
課
題

組
織
拡
大
は
一
致
で
き
る
課
題

　
盛
岡
支
部
は
、
9
月
8
・
9
日
に
「
組
織
拡
大
対
策
会
議
」
（
参
加
者
26
人
）
を
雫
石
町
の
「
赤
い
風

車
」
で
開
催
し
た
。

　
会
議
に
は
、
地
方
本
部
か
ら
菊
地
組
織
部
長
、
東
日
本
本
部
青
年
部
常
任
委
員
会
か
ら
彦
田
青
年
部
長

と
森
岡
書
記
長
を
招
き
、
初
日
は
、
支
部
か
ら
の
問
題
提
起
、
地
本
か
ら
の
状
況
報
告
、
青
年
部
か
ら
の

経
験
報
告
と
実
情
、
分
散
会
を
行
い
、
2
日
目
は
全
体
集
会
の
日
程
で
進
め
ら
れ
、
組
織
の
拡
大
に
全
力

を
挙
げ
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
報
告
は
佐
藤
都
久
雄
書
記
長
）

▽
10
月
26
・
27
日
（
花
巻
）

　

東
日
本
本
部
家
族
会
総
会

▽
10
月
27
日
（
青
森
）

　

第
56
回
青
森
支
部
定
期
大
会

▽
11
月
４
・
５
日
（
盛
岡
）

　

東
北
協
議
会
労
働
講
座
及
び
同

　

協
議
会
総
会

▽
11
月
９
日
（
東
京
）

　

第
18
回
東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン

大
会

▽
11
月
９
・
10
日
（
青
森
）

　

第
８
回
青
森
支
部
組
織
対
策
会

　

議

　
　
　
　
　

◇



















　

会
議
は
、
佐
々
木
委
員
長
を
座

長
に
選
出
し
、
「
仙
台
地
本
で
の

組
織
拡
大
が
あ
っ
た
。
拡
大
の
流

れ
を
支
部
で
も
作
り
た
い
。
分
会

と
一
体
に
な
っ
た
拡
大
行
動
が
出

来
な
い
も
の
か
と
取
り
組
ん
で
き

た
。
国
労
組
織
を
元
気
よ
く
す
る

た
め
に
も
拡
大
は
必
要
だ
。
職
場

で
加
入
の
呼
び
か
け
を
で
き
る
状

況
を
創
る
場
と
し
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

菊
地
地
本
組
織
部
長
か
ら
は
、

　

組
織
の
実
態
を
数
字
で
表
し
、

過
日
開
催
し
た
地
本
組
織
対
策
会

議
の
宮
崎
さ
ん
の
紹
介
と
、
青
森

地
区
で
の
拡
大
の
経
過
、
「
互
い

の
取
り
組
み
を
出
し
合
い
交
流
し

明
日
か
ら
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
報
告
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
菅
原
組
織
部
長
が
組

織
拡
大
は
国
労
が
職
場
で
中
心
軸

に
な
る
こ
と
、
そ
の
為
に
は
分
会

活
動
の
活
発
化
と
「
や
る
気
」
の

引
き
出
し
で
行
動
を
一
歩
前
に
進

め
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
と
し
て
組
対
カ
ル
テ
の
作
成
と
、

各
分
会
執
行
委
員
会
へ
の
派
遣
を

提
起
し
た
。

　

経
験
報
告
と
し
て
、
彦
田
東
日

本
本
部
青
年
部
長
か
ら
は
自
身
の

加
入
の
動
機
や
そ
の
後
の
実
情
、

森
岡
同
書
記
長
か
ら
は
青
年
部
の

組
織
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

　

分
散
会
は
３
組
設
定
、
青
年
部

が
入
る
分
散
会
で
は
、
「
拡
大
に

つ
い
て
組
合
員
の
中
で
悩
ん
で
い

る
こ
と
を
直
接
青
年
部
員
か
ら
に

聞
く
と
こ
ろ
か
ら
拡
大
の
方
法
を

学
ぶ
こ
と
」
入
ら
な
い
分
散
会
で

は
「
拡
大
の
た
め
に
は
何
が
必
要

　

９
月
29
日
投
票
の
一
関
市
議
会

議
員
選
挙
（
定
数
30
）
で
組
織
内

候
補
（
社
会
民
主
党
公
認
）
と
し

て
立
候
補
し
た
千
葉
信
吉
氏
（
54

歳
）
が
、
１
４
７
６
票
を
獲
得
し

30
番
目
の
議
席
を
獲
得
し
当
選
を

果
た
し
た
。

　

一
関
市
は
平
成
の
大
合
併
に
よ

り
、
旧
市
町
村
別
に
広
範
囲
に
渡
っ

て
お
り
、
定
数
も
現
行
の
34
か
ら

30
に
減
に
な
り
、
34
人
が
立
候
補

し
厳
し
い
選
挙
戦
と
な
っ
た
が
、

一
関
地
区
労
傘
下
の
各
労
働
組
合

や
鉄
道
退
職
者
組
合
の
会
の
支
援

者
、
一
関
地
区
協
の
国
労
組
合
員

を
中
心
と
す
る
取
り
組
み
に
よ
り

議
席
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

千
葉
氏
は
、
今
後
は
選
挙
戦
で

公
約
に
掲
げ
た
政
策
実
現
に
む
け
、

国
労
盛
岡
地
方
議
員
団
の
一
員
と

し
て
活
動
を
し
て
行
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

国
労
東
日
本
本
部
主
催
の
第
１

回
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
９
月

９
日
（
月
）
に
安
比
高
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
晴
天
の
中
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
と
交
流
前
夜
祭
は
８
日
18

時
か
ら
安
比
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
た
。

　

第
１
回
大
会
は
、
４
人
１
組
の

団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

団
体
戦
に
は
各
地
方
本
部
か
ら
１

チ
ー
ム
、
東
京
地
本
５
チ
ー
ム
、

盛
岡
地
本
２
チ
ー
ム
（
開
催
地
本

と
し
て
１
チ
ー
ム
プ
ラ
ス
）
、
外

郭
団
体
１
チ
ー
ム
の
計
14
チ
ー
ム

が
参
加
。
個
人
戦
は
団
体
戦
参
加

の
56
人
。

　

競
技
は
、
参
加
単
位
２
人
で
１

組
を
構
成
（
例
：
盛
岡
２
人
プ
ラ

ス
新
潟
２
人
・
盛
岡
２
人
プ
ラ

ス
・
仙
台
２
人
な
ど
）
、
チ
ー
ム

４
人
の
ス
ト
ロ
ー
ク
で
順
位
を
決

定
し
た
。

　

盛
岡
地
本
か
ら
も
６
月
地
方
本

部
ゴ
ル
フ
大
会
の
上
位
８
人
が
参

加
、
団
体
戦
は
Ｂ
チ
ー
ム
が
４
位

（
計
３
６
０
）
、
Ａ
チ
ー
ム
が
６

位
（
計
３
６
４
）
と
な
っ
た
。

　

優
勝
・
盛
岡
の
参
加
者
の
成
績

は
次
の
通
り
。
個
人
は
伊
藤
淳
選

手
の
８
位
が
最
高
。

　
　
　
　
　

◇

優
勝　

千
葉
地
方
本
部
チ
ー
ム

　

合
計
グ
ロ
ス　

３
４
２

個
人　

嶋
野　

菊
治
（
千
葉
）

　

グ
ロ
ス　

76

◎
盛
岡
地
本
参
加
者
と
成
績

【
Ａ
チ
ー
ム
】

山
本　
　

寿
（
盛
岡
運
輸
区
）
89

藤
田　

勇
人
（
青
物
施
設
）　

92

武
田　
　

保
（
盛
岡
駅
連
合
）
91

及
川　

裕
仙
（
北
上
工
務
）　

92

【
Ｂ
チ
ー
ム
】

遠
藤　
　

正
（
地
方
本
部
）　

94

伊
藤　
　

淳
（
盛
岡
運
輸
区
）
84

遠
藤　

和
浩
（
北
上
工
務
）　

88

成
田　

芳
隆
（
青
森
施
設
）　

94

　

鉄
道
退
職
者
の
会
盛
岡
地
方
連

合
会
総
会
が
９
月
17
日
に
盛
岡
国

労
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
「
安
心
・
信
頼
の

社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
よ
う
」

「
新
し
い
医
療
制
度
を
確
立
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し

よ
う
」
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
エ
ネ
を
推
進
し
原
発
の
な

い
社
会
を
め
ざ
そ
う
」
「
憲
法
９

条
を
守
り
、
世
界
平
和
の
実
現
を

め
ざ
そ
う
」
な
ど
７
つ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
当
面
す
る
取
り
組

み
を
確
認
し
た
。

　

役
員
の
改
選
で
は
、
次
の
方
々

が
選
出
さ
れ
た
。

〈
役
員
体
制
・
４
役
〉

会　

長　

髙
嶋　

昭
一
（
盛
岡
）

副
会
長　

佐
々
木
忠
幸
（
盛
岡
）

副
会
長　

加
藤　

光
三
（
青
森
）

事
務
局
長　

　
　
　
　

松
山　

剣
司
（
盛
岡
）

事
務
局
次
長　

　
　
　
　

細
川　

久
男
（
盛
岡
）

か
を
考
え
る
こ
と
」
を
課
題
に
実

施
、
２
時
間
弱
行
っ
た
。
そ
の
後

は
、
大
広
間
で
の
夕
食
懇
親
会
、

部
屋
に
戻
っ
て
か
ら
の
二
次
会
と

泊
ま
り
の
会
議
な
ら
で
は
の
、
時

間
を
気
に
し
な
い
本
音
？
の
討
論

が
夜
更
け
ま
で
続
い
た
。

　

2
日
目
の
全
体
集
会
で
、
参
加

者
か
ら
は
、
拡
大
に
つ
い
て
、
日

頃
の
仕
事
ぶ
り
を
見
せ
る
こ
と
、

時
間
が
か
か
ろ
う
と
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
、
懇

親
会
は
、
有
意
義
だ
っ
た
。
職
場

全
体
で
、
拡
大
の
雰
囲
気
を
作
る

こ
と
、
そ
し
て
国
労
が
見
え
る
存

在
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し

か
し
改
善
や
要
求
の
宣
伝
が
欠
け

て
い
る
。
青
年
は
見
て
い
る
。
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
展
開
す
れ
ば
拡
大

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
分

会
活
動
に
つ
い
て
、
日
程
の
消
化

で
あ
り
、
組
織
の
拡
大
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
議
題
と
な
っ
て
い
な
い

職
場
で
は
、
青
年
と
は
気
軽
に
飲

む
こ
と
は
で
き
る
が
、
若
手
社
員

と
の
つ
き
合
い
で
組
合
の
付
き
合

い
で
な
く
、
人
間
と
し
て
の
つ
き

あ
い
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
拡
大
に
は
繋
が
ら
な
い
。
大

変
だ
が
苦
労
は
必
要
だ
―
な
ど
の

発
言
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
佐
藤
書
記
長
が
「
分

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
が
あ
ろ
う
と
も
組
織
拡

大
と
い
う
こ
と
で
は
一
致
で
き
る

課
題
で
す
。
出
来
る
こ
と
を
確
実

に
実
行
し
繰
り
返
し
行
う
こ
と
、

目
標
を
作
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に

支
部
が
分
会
に
出
向
く
」
と
ま
と

め
会
議
を
終
わ
っ
た
。

分
散
会
で
課
題
の
意
見
交
流

「当選し、お祝いの花束を受ける千葉氏と妻の裕子さん」

晴天の中参加者で記念撮影



参加者で記念撮影、プレー後は懇親会

「玉入れ競技に全力の参加者」

ストライクを出しガッツポーズ
（宮古の中村敬選手）

個人優勝、写真右の盛川武志選手（盛岡貨物）
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組合員の購読料は
組合費の中に含む（ ）（ ）昭和29年12月25日

第３種郵便物認可
（１部30円）

発行定日　毎月10日

盛
岡
地
区
協
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
優
勝

盛
岡
地
区
協
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
優
勝

＝第2回ボウリング大会＝

＝＝
今
年
も
家
族
含
め
多
く
の
参
加
者
＝＝

ボ
ウ
リ
ン
グ
（
青
森
地
区
協
）

運　

動　

会
（
盛
岡
地
区
協
）で
交
流

鉄道貨物政策の実現めざす
＝＝全国貨物協議会定期委員会（熱海）＝＝

11
チ
ー
ム
44
人
が
参
加
し
プ
レ
ー

　

第
２
回
地
方
本
部
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
９
月
28
日
14
時
か
ら
ラ
ウ

ン
ド
１
ス
タ
ジ
ア
ム
盛
岡
店
で
開

催
さ
れ
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
昨
年
か

ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
代
わ
り

開
催
さ
れ
、
今
年
は
11
チ
ー
ム
44

人
（
家
族
５
人
、
内
子
ど
も
１
人

も
参
加
）
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の

中
、
華
麗
な
ホ
ー
ム
？
で
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
？
実
力
以
上
の
ス

コ
ア
？
を
め
ざ
し
て
１
チ
ー
ム
４

　

９
月
７
日
に
青
森
地
区
協
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
16
時
か
ら
「
青
森

ボ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

競
技
に
は
家
族
４
人
を
含
む
28

人
が
参
加
し
日
頃
の
練
習
の
成

果
？
を
発
揮
し
プ
レ
ー
。
結
果
は
、

　

全
国
貨
物
協
議
会
は
、
９
月

23
・
24
日
の
両
日
、
熱
海
ニ
ュ
ー

フ
ジ
ヤ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
28
回

定
期
全
国
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
構
成
員
、
傍
聴

者
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
国
労
本

部
か
ら
、
田
中
副
委
員
長
、
小
池

業
務
部
長
、
星
野
貨
物
担
当
中
執

を
迎
え
た
。
委
員
会
議
長
に
は
東

京
地
本
の
長
島
委
員
を
選
出
し
た
。

　

委
員
会
は
２
日
間
に
亘
り
、
一

般
経
過
報
告
及
び
２
０
１
３
年
度

活
動
方
針
（
案
）
、
当
面
す
る
闘

い
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
闘
い
の
総
括
と

安
全
輸
送
の
確
立
・
労
働
条
件
確

立
の
闘
い
に
つ
い
て
、
「
鉄
道
貨

物
政
策
」
の
実
現
を
目
指
す
闘
い

に
つ
い
て
、
２
０
１
４
年
春
闘
の

闘
い
に
つ
い
て
、
組
織
強
化
・
拡

大
に
つ
い
て
、
協
議
会
活
動
の
強

化
に
つ
い
て
、
当
面
す
る
闘
い
と

し
て
労
働
協
約
改
正
の
闘
い
に
つ

い
て
、
２
０
１
３
度
年
末
手
当
獲

得
の
闘
い
に
つ
い
て
全
委
員
の
発

言
を
受
け
、
全
体
で
確
認
し
１
年

間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
た
。
ま

た
、
機
関
紙
表
彰
で
は
、
５
分
会

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
は
、
議
長
・
眞
田
敏

幸
（
東
京
）
、
副
議
長
・
木
本
昌

（
近
畿
）
、
同
・
中
曽
根
一
茂

（
東
京
）
、
事
務
長
・
笠
井
広
行

（
東
京
）
、
事
務
次
長
・
瓜
田
徳

継
（
東
海
）
が
再
任
と
な
っ
た
。

〈
委
員
会
宣
言
（
要
旨
）
〉

　

安
部
政
権
が
狙
う
憲
法
96
条
の

改
正
は
立
憲
主
義
の
本
質
を
破
壊

す
る
も
の
で
あ
り
、
断
固
闘
い
ぬ

く
。

　

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
１
原

発
事
故
は
、
未
だ
被
災
地
の
復
興

が
進
ま
ず
、
今
日
で
は
汚
染
水
対

策
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

脱
原
発
に
向
け
運
動
を
強
め
て
い

く
。

　

貨
物
会
社
は
、
何
ら
労
使
協
議

も
行
わ
れ
な
い
中
、
過
去
最
低
の

夏
季
手
当
て
の
回
答
を
行
っ
た
。

交
渉
を
形
骸
化
す
る
行
為
は
到
底

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
構
造
矛
盾

を
解
決
す
る
こ
と
な
く
経
営
自
立

は
あ
り
得
な
い
。
国
の
支
援
策
や

責
任
を
求
め
る
運
動
の
強
化
と

「
賃
金
削
減
施
策
」
を
許
さ
な
い

た
め
に
奮
闘
し
て
い
く
。

　

「
安
心
し
て
働
け
る
職
場
・
安

全
に
働
け
る
職
場
」
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
他
労
組
組
合
員
の
声
も

結
集
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
「
職
場
を
変
え
、
会
社
を
変

え
る
」
た
め
に
は
、
労
働
者
を
組

織
す
る
職
場
要
求
の
前
進
に
向
け

た
運
動
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

　

労
働
者
・
国
民
の
命
と
生
活
を

脅
か
す
施
策
の
強
行
を
許
さ
な
い

闘
い
と
労
働
条
件
改
善
、
安
全
輸

送
の
確
保
、
組
織
の
強
化
拡
大
を

結
合
し
て
全
力
で
闘
い
ぬ
く
。

　
　
　
　
　

◇

※
報
告　

野
田
茂
志
委
員

　
　
　
　
　

（
八
戸
貨
物
分
会
）

優
勝
が
溝
江
昌
壽
（
青
森
運
転
分

会
）、
準
優
勝
が
工
藤
忠
久
（
青

森
運
輸
区
分
会
）
、
第
３
位
が

蝦
名
忠
夫
（
青
森
貨
物
分
会
と

な
っ
た
。
プ
レ
ー
後
は
場
所
を
移

し
懇
親
会
で
交
流
が
図
ら
れ
た
。

　

10
月
５
日
北
厨
川
小
学
校
体
育

館
で
「
盛
岡
地
区
協
第
36
回
運
動

会
」
が
組
合
員
・
家
族
含
め
約
90

人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　

競
技
は
赤
（
駅
連
・
書
記
労
）、

白（
施
設
）、
緑
（
運
転
・
電
気
）、

黄
色
（
運
輸
・
貨
物
）
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
団
体
戦
の
風
船
割
り

リ
レ
ー
、
玉
入
れ
な
ど
５
競
技
や

個
人
６
競
技
が
行
わ
れ
、
白
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
。
当
日
は
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
恒
例
の
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
参
加
者
は
景
品
を
手
に

喜
ん
で
い
た
。

　

両
地
区
と
も
家
族
も
参
加
し
有

意
義
な
レ
ク
と
な
っ
た
。

準
優
勝　

ト
ー
タ
ル　

１
１
９
０

　

青
森
地
区
協
・
運
転

第
３
位　

ト
ー
タ
ル　

１
１
４
３

　

北
上
地
区
協
・
工
務

〈
個
人
男
子
〉

優　

勝　

ト
ー
タ
ル　

３
７
７

盛
川　

武
志
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

準
優
勝　

ト
ー
タ
ル　

３
５
１

　

工
藤　

仁
嗣
（
青
森
運
転
分
会
）

第
３
位　

ト
ー
タ
ル　

３
２
２

　

小
原　

和
彦
（
北
上
工
務
分
会
）

〈
個
人
女
子
〉

優　

勝　

ト
ー
タ
ル　

３
２
２

　

工
藤　

圭
子
（
青
森
・
家
族
）

準
優
勝　

ト
ー
タ
ル　

２
２
１

　

田
崎　

睦
子
（
青
森
・
家
族
）

第
３
位　

ト
ー
タ
ル　

２
０
５

　

佐
々
木
香
代
子
（
盛
岡
・
家
族
）

〈
参
加
チ
ー
ム
〉

○
青
森
地
区
協
・
施
設

○
青
森
地
区
協
・
運
転

○
八
戸
地
区
協

○
盛
岡
地
区
協
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

○
盛
岡
地
区
協
・
雷
電

○
盛
岡
地
区
協
・
貨
物

○
北
上
地
区
協
・
駅
連
合

○
北
上
地
区
協
・
工
務

○
宮
古
地
域
分
会

○
地
本
家
族
会

○
盛
岡
支
部
・
地
方
本
部

人
で
２
ゲ
ー
ム
合
計
で
の
団
体
・

個
人
の
優
勝
を
目
指
し
競
っ
た
。

　

団
体
・
個
人
成
績
は
次
の
通
り
。

〈
団
体
〉

優　

勝　

ト
ー
タ
ル　

１
２
０
３

　

盛
岡
地
区
協
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

発言する野田茂志委員（八戸貨物）


